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Ａ
さ
ん
「
最
近
仕
事

が
忙
し
く
て
体
調
悪
い

な
ぁ
。
頭
痛
も
止
ま
ら

な
い
し
、
ち
ょ
っ
と
専

門
家
に
診
て
も
ら
う

か
」

　
医
師
Ｂ
「
熱
は
な
い

で
す
ね
。
忙
し
い
よ
う

な
の
で
ゆ
っ
く
り
休
ん

で
下
さ
い
」

　
ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー

ナ
ー
Ｃ
「
運
動
不
足
で

体
も
硬
く
、
血
行
も
悪

い
で
す
。
適
度
な
運
動

　IT 導入したが業務定着していな

い現場に数多く遭遇してきた経験

か ら、建築業界（特に維持保全）向 け

情報管理改善サービス「パノラマ

memo」の事業を立ち上げる。ビルメ

ンテナンス業界からの相談は 100 件

を超える。

ビ
ジ
ネ
ス
創
造
部 

部
長 

伊
藤　

士

株
式
会
社 

安
井
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
ズ

が
お
勧
め
で
す
」

　
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
Ｄ

「
ス
ト
レ
ス
も
溜
ま
る

で
し
ょ
う
。
た
ま
に
は

友
人
と
飲
み
に
行
っ
て

は
？
」

　
Ａ
さ
ん
「
え
っ
、
休

む
の
？ 

動
く
の
？ 

お

酒
飲
む
の
？
」

　
　
◇
　
　
　
◇

　
な
ぜ
Ａ
さ
ん
は
こ
ん

な
状
況
に
陥
っ
た
の
で

し
ょ
う
。
頭
痛
の
原
因

は
色
々
あ
る
…
と
い
う

の
も
１
つ
で
す
が
、
そ

も
そ
も
原
因
調
査
が
で

き
て
い
な
い
か
ら
で

す
。
原
因
が
分
か
ら
な

い
の
に
闇
雲
に
対
策
提

案
さ
れ
て
い
る
状
態
で

す
。

　
誤
解
を
招
か
ぬ
よ
う

補
足
す
る
と
、
実
際
の

各
専
門
家
は
Ａ
さ
ん
の

状
況
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行

い
原
因
究
明
か
ら
始
め

る
は
ず
で
す
。
た
だ
そ

の
調
査
も
そ
れ
ぞ
れ
の

得
意
分
野
か
ら
見
た
調

査
に
な
っ
て
い
る
事
が

あ
り
ま
す
。

　
今
回
は
体
調
の
話
題

で
し
た
が
、
美
容
で
も

健
康
で
も
Ｉ
Ｔ
で
も
、

専
門
家
ご
と
に
得
意
と

す
る
技
術
や
製
品
が
異

な
り
、
そ
れ
に
合
わ
せ

た
課
題
を
聞
か
れ
、
そ

こ
に
製
品
を
提
案
さ
れ

る
…
皆
さ
ん
も
そ
ん
な

覚
え
が
あ
り
ま
せ
ん

か
？ 

　
特
に
売
り
っ
気
の
強

い
業
界
・
業
者
で
す
と
、

こ
の
傾
向
が
顕
著
で

す
。
こ
れ
を
避
け
る
に

は
、
あ
な
た
自
身
が
一

定
の
知
識
を
身
に
着
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

と
は
い
え
、
簡
単
な
話

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
ん
な
時
に
２
つ
の

提
案
が
あ
り
ま
す
。
１

つ
は
自
分
で
対
応
す
る

方
法
。
相
手
の
立
場
・

役
割
を
推
測
し
、
複
数

の
専
門
家
の
知
見
を
集

め
て
比
較
す
る
。

　
特
に
大
き
く
立
場
が

違
う
専
門
家
同
士
（
休

め
と
言
う
医
師
と
、
運

動
し
ろ
と
言
う
ト
レ
ー

ナ
ー
）を
比
較
し
た
り
、

「
一
方
に
言
わ
れ
た
指

摘
」
を
も
う
一
方
に
聞

い
て
み
る
と
、
あ
な
た

が
専
門
家
で
な
く
て
も

多
く
の
発
見
が
あ
り
ま

す
。ト
レ
ー
ナ
ー
に「
医

師
に
は
休
め
と
言
わ
れ

た
け
ど
」
と
い
っ
た
感

じ
で
。

　
２
つ
目
は
、
安
く
短

期
間
で
試
せ
る
サ
ー
ビ

ス
な
ら
失
敗
覚
悟
で

サ
ッ
サ
と
試
す
方
法
。

あ
く
ま
で
試
行
な
の
で

失
敗
を
受
け
入
れ
る
事

が
大
前
提
。

　
最
近
は
無
料
お
試
し

サ
ー
ビ
ス
も
多
い
で
す

が
有
料
の
場
合
で
も
同

じ
で
す
。
た
だ
会
社
の

方
針
な
ど
で
失
敗
が
許

さ
れ
な
い
な
ら
危
険
で

す
。

　
例
え
ば
、
Ｉ
Ｔ
導
入

し
た
現
場
の
評
判
は
良

く
な
い
の
に
「
上
手
く

専
門
家
の
提
案
が
バ
ラ
バ
ラ

誰
を
信
じ
れ
ば
よ
い
の
か

連載 ⑤

情
報
処
理
技
術
者
Ｉ
Ｔ
ス
ト
ラ
テ
ジ
ス
ト

行
っ
て
い
ま
す
」
と
報

告
せ
ざ
る
を
得
な
い
環

境
だ
と
、
失
敗
が
そ
の

ま
ま
社
内
に
根
付
く
か

ら
で
す
。

　
特
に
Ｉ
Ｔ
は
改
善

効
果
が
出
な
く
て
も

「
ツ
ー
ル
を
使
っ
て
い

る
＝
Ｉ
Ｔ
導
入
成
功
」

と
評
価
し
て
し
ま
う

ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

我
々
の
世
界
で
は
こ
れ

を
「
隠
さ
れ
た
失
敗
」

と
言
っ
て
い
ま
す
。

　
と
い
う
事
で
、
Ｉ
Ｔ

を
含
む
専
門
家
に
相
談

す
る
際
の
対
処
に
つ
い

て
２
種
類
お
話
し
し
ま

し
た
。ご
紹
介
し
た「
失

敗
覚
悟
で
サ
ッ
サ
と
試

す
」
に
興
味
が
あ
る
方

は
「
Ｆ
ａ
ｉ
ｌ 

Ｆ
ａ

ｓ
ｔ
」
と
い
う
キ
ー

ワ
ー
ド
で
調
べ
て
み
て

く
だ
さ
い
。
よ
り
具
体

的
な
情
報
が
得
ら
れ
る

の
で
お
勧
め
し
ま
す
。

大
地
震
の
揺
れ
を
リ
ア
ル
に
再
現

３
次
元
振
動
台
を
開
発

　
鹿
島
建
設
㈱
は
、
上
下
動
を
含
む
３
次
元
の
地
震
動
を
リ
ア
ル
に
再
現
で
き

る
体
感
用
振
動
台
「
ト
ラ
イ
デ
ッ
カ
ー
」
を
開
発
し
、
技
術
研
究
所
西
調
布
実

験
場
（
東
京
都
調
布
市
）
で
運
用
を
開
始
し
た
。
同
機
は
最
大
３
名
が
同
時
に

搭
乗
で
き
、
搭
乗
者
は
ヘ
ッ
ド
マ
ウ
ン
ト
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
で
３
６
０
度
Ｖ
Ｒ
動

画
を
見
な
が
ら
地
震
動
を
体
感
す
る
こ
と
で
、
よ
り
没
入
感
の
高
い
体
感
を
得

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ト
ラ
イ
デ
ッ
カ
ー
の
主

な
特
長
は
次
の
と
お
り
。

■
さ
ま
ざ
ま
な
地
震
動
を

忠
実
に
再
現
＝
ト
ラ
イ

デ
ッ
カ
ー
は
、
水
平
２
方

向
の
み
な
ら
ず
、
直
下
型

地
震
な
ど
上
下
方
向
の
突

き
上
げ
を
含
む
地
震
動
を

再
現
す
る
こ
と
が
可
能
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
１
９
９

５
年
兵
庫
県
南
部
地
震

（
阪
神
淡
路
大
震
災
）
や

２
０
０
４
年
新
潟
県
中
越

地
震
、
２
０
１
１
年
東
北

地
方
太
平
洋
沖
地
震
（
東

日
本
大
震
災
）
な
ど
、
国

内
で
発
生
し
た
さ
ま
ざ
ま

な
大
地
震
に
よ
る
揺
れ
を

忠
実
に
再
現
で
き
る
。

　
ま
た
、
制
震
お
よ
び
免

震
構
造
を
採
用
し
た
場
合

の
揺
れ
の
違
い
を
再
現
す

る
こ
と
も
可
能
。

■
視
覚
的
効
果
に
よ
る
没

入
性
の
高
い
地
震
動
を
体

感
＝
ト
ラ
イ
デ
ッ
カ
ー
に

は
、
最
大
３
人
が
同
時
に

地
震
動
を
体
感
で
き
る
の

で
、
体
験
結
果
の
共
有
が

図
り
や
す
い
。

　
塔
乗
者
が
ヘ
ッ
ド
マ
ウ

ン
ト
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
装

着
す
る
こ
と
で
、
３
６
０

度
Ｖ
Ｒ
動
画
を
見
な
が
ら

地
震
動
を
体
感
す
る
こ
と

が
可
能
。
こ
れ
に
よ
り
、

視
覚
効
果
を
高
め
た
よ
り

没
入
感
の
あ
る
体
感
が
で

き
る
。

　
ま
た
、
以
前
に
開
発
し

た
持
ち
運
び
で
き
る
振
動

台
「
ポ
ー
タ
震
」
の
機
能

を
向
上
さ
せ
、「
ポ
ー
タ

震
Ⅱ
」
と
し
て
供
用
を
開

始
し
た
。

　
ポ
ー
タ
震
Ⅱ
の
特
長

は
、
持
ち
運
び
が
で
き
て

地
震
動
を
簡
易
に
体
感
で

き
る
従
来
の
機
能
は
そ
の

ま
ま
に
、
操
作
性
な
ど
を

改
善
し
た
こ
と
で
、
サ
ー

ビ
ス
を
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に

提
供
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
点
に
あ
る
。

　
従
来
型
ポ
ー
タ
震
か
ら

の
主
な
改
良
点
は
次
の
と

お
り
。

▽
天
板
サ
イ
ズ
を
大
き

く
・
フ
ラ
ッ
ト
に
し
た
こ

と
で
、
よ
り
容
易
に
人
の

乗
降
や
実
験
用
治
具
の
搭

載
が
可
能
。

▽
誰
で
も
簡
単
に
操
作
で

き
る
よ
う
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
に
よ
る
タ
ッ
チ
操
作

を
採
用
。

▽
組
み
立
て
方
法
を
改
良

し
、
１
人
で
も
組
み
立
て

可
能
。

　
同
社
は
今
後
、「
ト
ラ

イ
デ
ッ
カ
ー
」
と
「
ポ
ー

タ
震
Ⅱ
」
を
制
震
お
よ
び

免
震
技
術
の
採
用
に
係
る

顧
客
と
の
合
意
形
成
に
活

用
し
、
よ
り
安
全
性
の
高

い
建
築
構
造
物
の
普
及
に

貢
献
し
て
い
く
と
し
て
い

る
。

者
」
に
採
択
さ
れ
た
。

　
同
社
は
今
後
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
保
守
会
社
の

ジ
ャ
パ
ン
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

サ
ー
ビ
ス
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
㈱
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

連
携
サ
ー
ビ
ス
を
手
掛
け

る
㈱
Ｏ
ｃ
ｔ
ａ  

Ｒ
ｏ
ｂ

ｏ
ｔ
ｉ
ｃ
ｓ
と
と
も
に
、

低
廉
・
簡
易
な
ロ
ボ
ッ
ト

の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
連
携
を

実
現
す
る
シ
ス
テ
ム
の
構

築
を
目
指
す
。

　
建
物
・
施
設
管
理
事
業

は
従
来
か
ら
労
働
集
約
型

の
構
造
で
あ
り
、
受
付
・

清
掃
・
警
備
・
点
検
等
の

各
業
務
を
人
の
手
で
行
っ

て
き
た
。
し
か
し
、
近
年

の
少
子
高
齢
化
の
加
速
に

よ
り
労
働
生
産
人
口
の
減

少
が
続
き
、
管
理
員
・
警

備
員
・
清
掃
員
等
の
人
材

不
足
が
深
刻
化
し
て
い

る
。

　
こ
れ
に
よ
り
建
物
・
施

設
の
管
理
不
全
に
つ
な
が

る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ

ば
、
業
界
の
み
な
ら
ず
社

会
全
体
に
と
っ
て
大
き
な

課
題
と
な
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ら
の
課
題
解
決
に
向

け
、
最
新
の
技
術
を
活
用

し
た
管
理
形
態
の
研
究
・

開
発
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
同
社
で
は
２
０
２
１

年
か
ら
清
掃
業
務
を
中
心

改良された可搬型振動台「ポータ震Ⅱ」

鹿
島
建
設

新たに開発した 3次元振動台「トライデッカー」

管
理
業
務
の
ロ
ボ
ッ
ト
フ
レ
ン
ド
リ
ー
化
目
指
す

経
産
省
補
助
事
業
に
採
択

　
大
和
ラ
イ
フ
ネ
ク
ス
ト

㈱
は
、
建
物
・
施
設
管
理

に
お
け
る
清
掃
業
務
の
ロ

ボ
ッ
ト
フ
レ
ン
ド
リ
ー
化

に
向
け
た
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
連
携
シ
ス
テ
ム
の
開

発
事
業
に
つ
い
て
、
経
済

産
業
省
に
よ
る
補
助
事

業
「
ロ
ボ
ッ
ト
フ
レ
ン
ド

リ
ー
な
環
境
構
築
支
援
事

業
に
係
る
間
接
補
助
事
業

に
ロ
ボ
ッ
ト
の
活
用
を
推

し
進
め
て
い
る
。
　

　
一
方
で
、
管
理
業
務
の

省
人
化
に
つ
な
が
る
ロ

ボ
ッ
ト
活
用
に
必
要
不
可

欠
な
「
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
連

携
シ
ス
テ
ム
（
ロ
ボ
ッ
ト

が
階
を
ま
た
い
で
移
動
す

る
こ
と
を
可
能
に
す
る
仕

組
み
）」
に
つ
い
て
、
コ

ス
ト
面
や
仕
様
面
で
課
題

が
あ
り
、
建
物
管
理
に
お

け
る
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
の

ハ
ー
ド
ル
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
保
守
会
社
の
ジ
ャ
パ

ン
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
サ
ー
ビ

ス
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
、

並
び
に
Ｒ
Ｆ
Ａ
規
格
準
拠

の
ロ
ボ
ッ
ト
・
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
連
携
サ
ー
ビ
ス
を
手

掛
け
る
Ｏ
ｃ
ｔ
ａ  

Ｒ
ｏ

ｂ
ｏ
ｔ
ｉ
ｃ
ｓ
と
連
携

し
、
低
廉
か
つ
簡
易
に
導

入
で
き
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

連
携
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に

取
り
組
む
こ
と
で
、
建
物

管
理
業
務
の
「
持
続
可
能

な
」
ロ
ボ
ッ
ト
フ
レ
ン
ド

リ
ー
化
を
推
進
し
て
い

く
。

大
和
ラ
イ
フ
ネ
ク
ス
ト

ロボットとエレベーターの連携を図る

「
床
タ
イ
ル
注
入
改
修
工
法
」

　
東
急
建
設
㈱
は
、
タ
イ

ル
床
改
修
時
に
既
存
タ
イ

ル
の
浮
き
部
分
を
剥
が
す

こ
と
な
く
補
修
で
き
る

「
床
タ
イ
ル
注
入
改
修
工

法
」
を
独
自
技
術
に
よ
り

確
立
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
撤
去
タ

イ
ル
が
発
生
し
な
く
な
り

廃
棄
物
を
削
減
で
き
る
こ

と
に
加
え
、
撤
去
工
程
が

不
要
に
な
る
た
め
短
工
期

を
実
現
で
き
、
他
工
法
と

比
較
し
て
低
コ
ス
ト
で
の

改
修
が
可
能
と
な
る
。

　
同
社
は
「
脱
炭
素
」「
廃

棄
物
ゼ
ロ
」「
防
災
・
減
災
」

を
３
つ
の
提
供
価
値
と
し

て
長
期
経
営
計
画
の
戦
略

の
軸
に
据
え
、
社
会
課
題

解
決
に
貢
献
す
る
。

東
急
建
設
が
確
立

　
ケ
ル
ヒ
ャ
ー 

ジ
ャ
パ

ン
㈱
は
、
２
０
２
３
年
度

グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
に
お

い
て
、
家
庭
用
２
製
品
、

業
務
用
２
製
品
の
計
４
製

品
が
受
賞
し
た
。
４
年
連

続
計
16
製
品
の
受
賞
と

な
っ
た
。

　
今
回
の
受
賞
製
品
は
次

の
と
お
り
。

<

家
庭
用
製
品>

▽
高
圧
洗
浄
機
「
Ｋ
１
」

▽
高
圧
洗
浄
機
「
Ｊ
Ｔ
Ｋ

サ
イ
レ
ン
ト
ア
ッ
プ
ラ
イ

４
年
連
続
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
受
賞

家
庭
用
、業
務
用
か
ら
計
４
製
品

ト
」

<

業
務
用
製
品>

▽
温
水
除
草
用
高
圧
洗
浄

機
「
Ｈ
Ｄ
Ｓ 

１
０
０
０ 

Ｄ
Ｅ 

Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
」

▽
業
務
用
自
走
式
床
洗
浄

機
「
Ｂ
50
Ｗ 

Ｂ
ｐ
」

　
な
お
、
今
回
業
務
用
自

走
式
床
掃
除
機
「
Ｂ 

50 

Ｗ 

Ｂ
ｐ
」
に
お
い
て
は
、

審
査
委
員
が
個
人
的
に
選

ん
だ
製
品
を
紹
介
す
る
企

画
展「
私
の
選
ん
だ
一
品
」

に
選
出
さ
れ
た
。

ケ
ル
ヒ
ャ
ー 

ジ
ャ
パ
ン


